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市議会だより

　
10
月
6
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
井

原
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
い
て
、
井
原
市
議
会
も
ブ
ー
ス
を

設
け
、『
青
空
懇
談
会
』
を
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
私
た
ち
議
会
の
ブ
ー
ス
に
は
、
118

名
の
方
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
ま
た
、
10
名
の
方
が
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
し
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　
　

　
今
回
の
懇
談
会
は
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
を
よ
り
深
め
る
場
と
し
て
、
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

を
伺
い
、
よ
り
よ
い
井
原
市
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
空
懇
談
会

ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。



　９月定例会における各議案の案件名と議決結果は次のとおりです。

９ 月 定 例 会 ９月９日～９月２７日
（１９日間） 

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　決　算　議　案
認定第　１号 令和５年度井原市一般会計歳入歳出決算について 認　　定

（全会一致）

認定第　２号 令和５年度井原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　３号 令和５年度井原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　４号 令和５年度井原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　５号 令和５年度井原市産業団地開発事業特別会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　６号 令和５年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　７号 令和５年度井原市大倉財産区会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　８号 令和５年度井原市東水砂財産区会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第　９号 令和５年度井原市宇戸財産区会計歳入歳出決算について 認　　定
（全会一致）

認定第１０号 令和５年度井原市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決及び認定
（全会一致）

認定第１１号 令和５年度井原市病院事業会計決算について 認　　定
（全会一致）

認定第１２号 令和５年度井原市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決及び認定
（全会一致）

認定第１３号 令和５年度井原市下水道事業会計決算について 認　　定
（全会一致）

　　予　算　議　案
議案第４４号 令和６年度井原市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

（全会一致）

議案第４５号 令和６年度井原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案
議案第４６号 井原市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

（全会一致）

議案第４７号 井原市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第４８号 井原市心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

　　そ　の　他
議案第４９号 岡山県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決

（全会一致）

議案第５０号 井原市立美星保育園の指定管理者の指定について 原案可決
（全会一致）

議案第５１号 いばらサンサン交流館の指定管理者の指定について 原案可決
（全会一致）

議案第５２号 井原市養護老人ホーム「偕楽園」の指定管理者の指定について 原案可決
（全会一致）

議案第５３号 工事請負契約の締結について 原案可決
（全会一致）

議案第５４号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意
（全会一致）

議案第５５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意
（全会一致）

議案第５６号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意
（全会一致）

議案第５７号 井原市情報公開不服審査会委員の委嘱につき同意を求めることについて 同　　意
（全会一致）

　　発　　　議
発議第　１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書の提出について 原案可決

（全会一致）

発議第　２号 岡山県立高等学校教育体制整備実施計画の再編整備の対象から岡山県立笠岡工業高等学校を
除外すること及び学校の魅力と活力を高めることを求める意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

　　請　願・陳　情

請願第　１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための、２０２５年度政府予算に
係る意見書採択の請願について

採　　択
（全会一致）

請願第　２号 岡山県立高等学校教育体制整備実施計画の再編整備の対象から笠岡工業高等学校を除外する
こと及び学校の魅力と活力を高めることを求める請願

採　　択
（全会一致）
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９月市議会定例会において審議された主な議案の概要について９月市議会定例会において審議された主な議案の概要について

・議案第４４号　令和６年度井原市一般会計補正予算（第３号）について

■歳出の主なもの

総務費　　　　分譲宅地開発助成金� ２，１００万円
地区集会所等施設整備事業補助金� １７７万２千円
社会保障・税番号制度システム整備事業（戸籍情報システム改修）� ２００万円

民生費　　　　生活保護システム改修業務委託� １７０万円

農林水産業費　新規就農経営開始資金（旧農業次世代人材投資資金事業費補助金）� ６００万円

商工費　　　　消費生活啓発事業（岡山県消費者行政活性化事業費補助金活用事業） �１，１００万円

教育費　　　　就学前教育・保育施設のあり方検討事業� ２１８万８千円

発議第１号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書の提出について
議決結果：　原案可決（全会一致）
提 出 先：　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げに係る意見書（一部抜粋）

　子どもたちの豊かな学びのため、厳しい財政状況にあっても全国の多くの自治体が、独自財源
により人的措置等をおこなっていますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。
義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の
１に引き下げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国の
どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。
よって、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政を進めることが
できるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１．中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また、３０人学級等さらなる少人
数学級について検討すること。

２．学校の働き方改革・長時間労働縮減を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など教
職員定数改善を推進すること。

３．自治体で国の標準を下回る学級編制基準の弾力的運用ができるよう加配の削減は行わないこ
と。

４．新規採用を持続的に確保し、教職員が専門性を発揮し意欲をもって働くことができるよう、
教職員の処遇改善に必要な財政措置を講じること。

５．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負
担制度の負担割合を引き上げること。

意見書の提出意見書の提出
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発議第２号　岡山県立高等学校教育体制整備実施計画の再編整備の対象から岡山県立笠岡工業
高等学校を除外すること及び学校の魅力と活力を高めることを求める意見書の提
出について

議決結果：　原案可決（全会一致）
提 出 先：　岡山県知事、岡山県教育長

岡山県立高等学校教育体制整備実施計画の再編整備の対象から岡山県立笠岡工業高等学校を
除外すること及び学校の魅力と活力を高めることを求める意見書

　岡山県教育委員会は、平成３１年（２０１９）年２月に、岡山県立高等学校教育体制整備実施
計画を策定し、中長期の高等学校教育の方向性が示されました。その中では、高等学校の配置の
適正化について示され、再編整備の項目では、再編整備基準を示しています。

再編整備基準
・一定規模のメリットを生かした活力ある教育を展開するため、次の基準に従って再編整備に
計画的・段階的に取り組む。
（基準）
①第１学年の生徒数が１００人を下回る状況が、２０２３年度以降２年続いた場合には、再編
整備の対象とする。
・この基準の適用に当たっては、通学の利便性や地元自治体からの進学状況など、地域の状況
に配慮する。

　岡山県立笠岡工業高等学校では、１年生の生徒数が、２０２３年度では９９人、２０２４年度
では９６人となり、整備実施計画で示されている再編整備の対象となりました。
昭和１９年４月に、機械科の定員６０名で設置され、これまでの間、１万３千名を超える卒業生
を送り出しています。戦後の復興期、高度経済成長期、安定成長期を経て、現在に至るまで、井
原市内をはじめ井笠地域、岡山県内、福山市などの備後地域の企業に多くの人材を輩出していま
す。現状においても、民間企業の求人状況を見ると、就職希望者数の３２倍を超える求人件数
２１００件超が全国からあり、令和５年度には岡山県内、福山市内、そして関東地方と広範囲に
わたり就労している状況です。
　また、電子機械科、電気情報科、環境土木科の３科を擁し、多様な人材を育成しています。特
に、環境に配慮できる土木技術者の育成を目指す環境土木科の土木系学科は、倉敷市以西の岡山
県西部地域はもとより、広島県東部地域においても設置されている高校はなく、全国的にみても、
特色のある学校の一つでもあります。
　井笠地域だけでなく、広範囲にわたる地域に求められている人材の育成を担う、岡山県立笠岡
工業高等学校の再編整備について、地域の実状を考慮し、井原市を含む井笠圏域のこれからの未
来を担う子どもたちが成長し、自身が目指す多様な進路選択を狭めることがないようにするため
に、岡山県立高等学校教育体制整備実施計画の再編整備の対象から、岡山県立笠岡工業高等学校
を除外することとともに、時代の進展や社会のニーズに対応した特色ある学科を設置し、学校の
魅力と活力を高めることを岡山県及び岡山県教育委員会に求めます。

意見書の提出意見書の提出
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請
願
２
件

議
案
６
件
を

審
査

Ｑ
．
負
担
割
合
は
上
限
を

1
割
と
し
て
、
低
所
得
者

に
は
段
階
的
に
下
が
っ
て

い
く
と
い
う
見
解
で
い
い

の
か

Ａ
．
精
神
障
害
者
を
対
象

に
加
え
て
も
、
給
付
の
公

費
負
担
の
範
囲
は
同
様
で

あ
る
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
50
号　
井
原
市

美
星
保
育
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
定
員
と
在
籍
し
て
い

る
園
児
数
は

Ａ
．
定
員
は
12
名
で
、
現

在
14
名
が
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ
．
何
名
ま
で
受
け
入
れ

可
能
か

Ａ
．
交
付
金
の
関
係
の
面

積
要
件
で
い
く
と
、
15
名

ま
で
は
受
け
入
れ
可
能
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
51
号　
い
ば
ら

サ
ン
サ
ン
交
流
館
の
指
定

〈
議
案
第
46
号　
井
原
市

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
47
号　
井
原
市

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
48
号　
井
原
市

心
身
障
害
者
医
療
費
給
付

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
〉

〈
請
願
第
1
号　
教
職
員

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を

図
る
た
め
の
２
０
２
５
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
請
願
に
つ
い

て
〉

採
択

〈
請
願
第
２
号　
岡
山
県

立
高
等
学
校
教
育
体
制
整

備
実
施
計
画
の
再
編
整
備

の
対
象
か
ら
笠
岡
工
業
高

等
学
校
を
除
外
す
る
こ
と

及
び
学
校
の
魅
力
と
活
力

を
高
め
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
〉

Ｑ
．
井
原
市
か
ら
何
人
が

通
っ
て
い
る
の
か

Ａ
．
1
年
生
に
23
人
、
2

年
生
に
18
人
、
3
年
生
に

17
人
通
学
し
て
い
る
。採

択

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
継
続
で
の
指
定
管
理

で
あ
る
が
、
利
用
者
の
声

はＡ
．
コ
ロ
ナ
禍
で
お
風
呂

が
利
用
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
早
期
の
再
開
要
望
が

あ
っ
た
。
現
在
は
再
開
し

て
い
る
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
照
明
が
暗
い
と

い
う
事
に
関
し
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
て
解
消
し

て
い
る
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
52
号　
井
原
市

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
偕
楽

園
」
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
入
居
条
件
は

Ａ
．
介
護
状
態
で
は
な
く
、

生
活
は
自
身
で
で
き
る
が
、

経
済
的
に
生
活
が
困
難
で

あ
る
こ
と
。

原
案
可
決

〈
令
和
６
年
度
全
国
学
力・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
の

概
要
に
つ
い
て
〉

〈
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
指
導
員
の
給
与
に
つ

い
て
、
最
低
賃
金
が
上
が

れ
ば
委
託
料
が
あ
が
る
の

か
。
保
護
者
負
担
金
も
上

げ
な
い
と
い
け
な
い
の
か

Ａ
．
国
の
方
で
計
算
さ
れ

て
い
て
毎
年
反
映
さ
れ
て

い
る
の
で
、
保
護
者
負
担

金
の
増
額
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

Ｑ
．
今
後
の
委
託
の
運
営

形
態
に
つ
い
て

Ａ
．
運
営
委
員
会
方
式
だ

け
で
は
な
く
、
業
者
に
直

接
運
営
委
託
を
す
る
方
法

も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
井
原
仲
よ
し
ク
ラ
ブ

の
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て

Ａ
．
運
営
委
員
会
と
業
者

の
間
の
契
約
で
、
解
約
に

つ
い
て
は
6
ヵ
月
前
ま
で

に
文
書
通
告
と
な
っ
て
い

る
。
解
約
し
た
6
ヵ
月
分

の
損
害
賠
償
金
額
が
224
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

〈
井
原
市
の
幼
稚
園
、
小

学
校
の
遊
具
使
用
禁
止
問

題
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
な
ぜ
こ
の
度
一
斉
に

点
検
を
行
っ
た
の
か

Ａ
．
令
和
3
年
に
岡
山
市

で
発
生
し
た
死
亡
事
故
を

受
け
て
、
危
険
性
を
認
識

し
て
点
検
を
実
施
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

９
月
19
日
開
催

所
管
事
務
調
査
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者
の
新
生
活
立
ち
上
げ
費

用
を
支
給
す
る
と
い
う
も

の
で
、
生
活
保
護
世
帯
の

子
ど
も
が
高
等
学
校
な
ど

を
卒
業
し
た
後
す
ぐ
に
就

職
し
、
そ
の
子
が
保
護
を

必
要
と
し
な
く
な
っ
た
場

合
、
そ
の
新
生
活
の
立
ち

上
げ
費
用
を
支
給
す
る
と

い
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
45
号　
令
和
６

年
度
井
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）〉原

案
可
決

〈
認
定
第
１
号　
令
和
５

年
度
井
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
～

認
定
第
13
号　
令
和
５
年

か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う 

Ａ
．
生
活
保
護
制
度
の
改

正
に
伴
い
、
自
立
へ
の
意

欲
を
喚
起
す
る
取
組
の
強

化
、
そ
う
し
た
改
正
に
よ

る
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
の

改
修
を
行
う
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
．
そ
の
詳
細
な
内
容
は

Ａ
．
制
度
改
正
と
し
て
は
、

大
き
く
２
つ
あ
り
、
１
つ

目
は
既
に
あ
る
就
労
自
立

給
付
金
に
つ
い
て
、
こ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化

す
る
も
の
。
二
つ
目
は
、

被
保
護
世
帯
の
高
卒
就
職

〈
議
案
第
44
号　
令
和
６

年
度
井
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）〉

Ｑ
．
分
譲
宅
地
開
発
助
成

金
に
つ
い
て
、
移
住
・
定

住
施
策
と
し
て
人
口
減
少

等
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

得
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
内

容
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
伺
う

Ａ
．
事
業
創
設
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
９
年
間
で

222
区
画
が
造
成
さ
れ
て
お

り
、
補
助
総
額
は
約
１
億

４
千
800
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
四
季
が
丘
団
地
が
令

和
５
年
度
ま
で
で
200
区
画

造
成
し
て
い
る
た
め
、
そ

れ
以
上
の
区
画
数
を
こ
の

事
業
で
支
援
し
、
民
間
事

業
者
が
行
う
取
組
の
後
押

し
が
で
き
た
の
で
は
な
い

度
井
原
市
下
水
道
事
業
会

計
決
算
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
出
会
い
と
交
流
の
場

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
企
画
内
容
を
伺

うＡ
．
市
で
は
こ
れ
ま
で
直

接
的
な
婚
活
事
業
を
実
施

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
失
わ
れ
た
若
者
の
出
会

い
や
交
流
の
機
会
を
も
う

一
回
取
り
戻
そ
う
、
創
出

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

婚
活
色
を
薄
め
た
も
の
と

し
て
昨
年
度
か
ら
始
め
た

も
の
で
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ

ン
ト
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
一
緒
に
や
っ
て
、
友
人
、

仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
と

い
う
よ
う
な
取
組
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
．
薬
用
作
物
産
地
確
立

支
援
事
業
の
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う

Ａ
．
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
目
指
し
薬
用
作
物
シ
ャ

ク
ヤ
ク
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
５
年
３

月
時
点
で
17
名
の
方
が
部

会
に
席
を
置
か
れ
て
い
る
。

Ｑ
．
井
原
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
協
会
補
助
金
に
つ

い
て
、
全
国
大
会
等
に
出

場
す
る
選
手
に
対
す
る
激

励
金
が
あ
る
が
、
そ
の
交

付
基
準
・
内
訳
に
つ
い
て

伺
う

Ａ
．
基
本
的
に
は
、
中
国

大
会
以
上
、
あ
と
は
全
国

大
会
に
出
場
す
る
選
手
並

び
に
団
体
に
対
し
て
激
励

金
を
交
付
し
て
い
る
。

Ｑ
．
金
額
は
中
国
大
会
で

も
全
国
大
会
で
も
一
律
と

い
う
こ
と
で
間
違
い
な
い

かＡ
．
そ
の
と
お
り
。

Ｑ
．
金
額
に
関
し
て
一
律

と
い
う
こ
と
だ
が
、
全
国

大
会
に
出
場
す
る
個
人
、

団
体
に
つ
い
て
、
他
の
市

町
と
差
が
あ
る
と
い
う
声

も
あ
る
た
め
、
例
え
ば
全

国
大
会
は
遠
方
で
あ
れ
ば

交
通
費
を
出
す
と
い
っ
た

考
え
は
あ
る
か

Ａ
．
他
市
町
村
の
状
況
を

調
べ
て
検
討
が
必
要
か
ど

う
か
を
考
え
た
い
。

認
定
（
及
び
原
案
可
決
）

予
算
決
算
委
員
会

９
月
24
・
25
日
開
催

９
月
定
例
会

議
案
２
件

認
定
13
件
を

審
査
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移
住
・
定
住
対
策
事
業
、

い
ば
ら
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ス
タ
ー

ト
応
援
メ
ニ
ュ
ー
８
事
業

の
成
果
と
課
題
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

各
制
度
の
併
用
に
よ
る

重
複
分
を
除
く
令
和
４

年
４
月
以
降
に
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
市
外

か
ら
の
移
住
者
の
正
味
の

数
は
、
95
世
帯
、
254
人
。

課
題
は
、
一
定
数
の
移
住

者
の
獲
得
に
繋
が
っ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
は
依
然

と
し
て
進
行
し
て
お
り
、

特
に
若
い
世
代
を
支
援
し

て
い
く
粘
り
強
い
事
業
展

開
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
方
向
性
は
、
本
年

度
が
３
年
毎
の
見
直
し
の

時
期
で
あ
り
、
国
や
県
、

近
隣
自
治
体
の
動
向
等
も

勘
案
し
、
費
用
対
効
果
や

有
効
性
等
検
証
す
る
と
と

も
に
、
財
政
状
況
を
念
頭

歳
入
の
当
初
見
込
み
に

対
す
る
決
算
額
に
つ
い
て

市
税
は
当
初
予
算
額
45

億
4
千
665
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
46
億
55
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
法
人
市
民

税
は
景
気
動
向
及
び
設
備

投
資
の
状
況
に
よ
り
当
初

予
算
額
に
達
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

当
初
予
算
額
75
億
8
千
万

円
に
対
し
、
決
算
額
は
78

億
2
千
393
万
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
普
通
交
付
税
の
追

加
交
付
措
置
な
ど
で
当
初

予
算
額
以
上
に
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

当
初
予
算
で
は
、
収
支
不

足
額
に
つ
い
て
は
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
９
億
8

千
155
万
円
計
上
し
て
い
た

が
、
国
県
補
助
金
等
の
財

源
確
保
で
、
決
算
で
は
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
は
産

業
団
地
開
発
事
業
分
の
6

に
置
き
つ
つ
、
補
助
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

元
気
い
ば
ら
商
工
業
成

長
支
援
事
業
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て

総
事
業
費
は
約
35
億
６

千
万
円
で
、
総
合
戦
略
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る

企
業
誘
致
数
、
支
援
事
業

を
活
用
し
た
事
業
者
の
労

働
生
産
性
の
伸
び
率
の
平

均
及
び
経
営
強
化
支
援
事

業
者
数
に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
目
標
値
を
達
成
で
き
る

見
通
し
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
人
材

の
確
保
、
従
業
員
の
育
成
、

賃
上
げ
等
支
援
が
経
済
・

雇
用
対
策
の
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

千
550
万
円
の
み
で
、
収
支

不
足
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
の
取
崩
し
は
な
か
っ
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
歳
出
の
特
徴
に
つ
い
て

前
年
度
と
比
較
し
て
義

務
的
経
費
は
、
定
年
延
長

に
伴
う
退
職
者
数
の
減
に

よ
り
人
件
費
は
減
少
、
扶

助
費
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
臨
時
特
別
交
付
金
を

支
給
、
公
債
費
は
中
学
校

建
設
事
業
等
の
元
金
償
還

開
始
に
よ
り
各
増
加
、
全

体
で
は
3.5
％
の
増
と
な
っ

た
。
投
資
的
経
費
で
は
、

美
術
館
新
館
建
設
事
業
の

完
了
に
よ
り
、
建
設
工

事
費
が
大
幅
に
減
少
し
、

40
・
4
％
の
減
と
な
っ
た
。

問

問

問

問

答

答

答

移
住
・
定
住
対
策
事
業
、
経
済
・
雇
用

対
策
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
他
１
件

令
和
５
年
度
決
算
の

内
容
と
特
徴
に
つ
い
て

　
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

11
日
か
ら
13
日
の
３
日
間
に

わ
た
り
、
10
名
の
議
員
が
質

問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
※
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問

は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
発

言
を
要
約
し
、
質
問
し
た
議

員
本
人
の
原
稿
に
基
づ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
井
原
市
議
会
で
は
、一
般
質

問
の
模
様
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂｅ

で
配
信
し
て
お
り
、
各
議
員

の
ペ
ー
ジ
の
二
次
元
コ
ー
ド

（
Ｑ
Ｒ
）
か
ら
動
画
を
視
聴

で
き
ま
す
。

【質問者】
◆荒木謙二･･･････ ７P
◆山下憲雄･･･････ ７P
◆大滝文則･･･････ ８P
◆宮地俊則･･･････ ８P
◆柳原英子･･･････ ８P
◆佐藤　豊･･･････ ９P
◆坊野公治･･･････ ９P
◆沖久教人･･･････ ９P
◆多賀信祥･････ １０P
◆三宅孝之･････ １０P

10
名
の
議
員
が
質
問

一一

般般

質質

問問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

荒あ
ら
き木

　
謙け

ん
じ二

い
ば
ら
太
陽
の
会
　  

代
表
質
問

無 

所 

属

山や
ま
し
た下

　
憲の

り
お雄

い
ば
ら
市
民
ク
ラ
ブ
　

代
表
質
問

無 

所 

属

答

¥
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サ
ル
の
出
没
や
被
害
の

把
握
状
況
を
伺
う
。

通
報
件
数
は
高
屋
地
区

で
14
件
、
全
体
で
24
件
。

農
作
物
被
害
の
み
で
人
的

被
害
の
通
報
は
な
い
。

現
状
の
対
策
を
伺
う
。

県
や
猟
友
会
と
連
携
し

サ
ル
に
つ
け
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に

よ
り
追
い
払
い
な
ど
の
対

策
を
、
ま
た
防
護
柵
等
の

貸
与
、
専
門
家
の
現
地
派

遣
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
の

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

る
。サ

ル
の
群
数
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
活
用
し
て
の
捕
獲
実
績

は
。7

群
と
推
測
し
て
お
り

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
補
足
し
て
い
る

の
は
４
群
。
捕
獲
実
績
は

令
和
３
年
度
84
頭
、
４
年

度
66
頭
、
５
年
度
37
頭
、

今
年
度
７
月
末
で
19
頭
。

追
い
払
い
用
の
花
火
・

市
長
二
期
目
の
折
り
返

し
点
で
の
施
策
の
検
証
に

つ
い
て
・
現
在
の
成
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
現
在
の

課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
う

井
原
を
支
え
る
人
づ
く

り
か
ら
、
未
来
を
つ
く
る

人
づ
く
り
事
業
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
医
療
費
無

償
、
保
育
料
の
完
全
無
償

化
も
行
い
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

地
場
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
ニ
ー
ズ

や
財
政
状
況
等
を
勘
案
し

補
助
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
商
工
業
者
の
成
長
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

今
後
も
、
幸
せ
が
実
感
で

き
る
井
原
市
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

10
年
間
の
活
動
の
成
果
や

課
題
に
つ
い
て

買
い
も
の
サ
ポ
ー
ト
や

朝
市
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、

特
産
品
の
開
発
、
地
区
内

の
交
流
な
ど
着
実
に
成
果

は
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
10
年
が
経
過
し
、

リ
ー
ダ
ー
の
な
り
手
が
い

な
い
、
若
い
世
代
の
参
加

が
少
な
い
な
ど
の
声
が
あ

る
。事

務
処
理
や
会
議
の
開

催
な
ど
、
住
民
だ
け
で
は

負
担
が
大
き
い
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
支
援
員
を
増
や

し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
は

ど
う
か

検
討
す
る
。

爆
竹
の
無
償
配
布
や
サ
ル

の
位
置
情
報
の
メ
ー
ル
配

信
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

有
効
な
施
策
に
つ
い
て

は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

サ
ル
対
策
に
は
市
民
の

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
広

報
活
動
を
強
力
に
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

サ
ル
対
策
に
は
地
域
と

の
連
携
が
効
果
的
で
あ
り
、

広
報
活
動
は
重
要
と
考
え

て
お
り
検
討
し
た
い
。

高
梁
川
流
域
、
備
後
圏

域
両
協
議
会
を
活
用
し
て

サ
ル
対
策
の
広
域
的
な
連

携
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

今
後
効
率
的
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
市
と
し
て

声
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
に
つ
い
て
・
子
育
て
支

援
や
人
口
問
題
に
係
る
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
中
で
も
、
人
口
減
少

は
就
任
時
よ
り
加
速
し
出

生
数
も
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
現
状
の
課
題
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

人
づ
く
り
事
業
に
よ
る

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成

な
ど
様
々
な
施
策
を
展
開

し
た
中
で
も
、
人
口
減
少

の
十
分
な
抑
制
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

今
後
も
更
に
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
人
流
の
活

性
化
や
若
者
の
還
流
を
目

指
す
取
組
、
手
厚
い
子
育

て
支
援
策
と
い
っ
た
人
口

維
持
の
取
組
を
粘
り
強
く

進
め
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一

層
力
を
入
れ
た
い
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

公
民
館
を
拠
点
に
、
地

域
の
将
来
を
考
え
て
、
み

ん
な
の
た
め
に
地
区
住
民

が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の

た
め
の
活
動
を
一
緒
に
や

り
ま
せ
ん
か
と
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
。
そ
の
た
め

に
100
万
円
と
い
う
予
算
を

組
ん
で
、
提
案
し
て
い
た

だ
い
て
執
行
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ

た
。
そ
の
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
市
が
し
て
い
く
。

問問

問

問

問

問

問

問問

問

問 答答

答

答答

答

答

答

答答

答

最
近
頻
発
す
る
サ
ル
の
出
没
につ

い
て

令
和
６
年
度
予
算
編
成
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

大お
お
た
き滝

　
文ふ

み
の
り則

い
ば
ら
清
流
ク
ラ
ブ
　

代
表
質
問

無 
所 
属

宮み
や
じ地

　
俊と

し
の
り則

無 

所 

属

柳や
な
ぎ
は
ら原

　
英え

い
こ子

無 

所 

属
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①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
公
民
館
の
関
係
に
つ
い

て
②
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
事
務
に
係
る
公
民
館
の

負
担
に
つ
い
て
③
公
民
館

主
事
の
在
り
方
に
つ
い
て

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
は
各
種
団
体
の
集
ま
り

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
集

会
施
設
の
あ
る
公
民
館
を

使
用
し
て
い
る
。
②
公
民

館
主
事
の
中
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
事
務
を

担
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

③
公
民
館
の
窓
口
業
務
、

事
務
、
講
座
の
企
画
運
営
、

施
設
の
維

持
管
理
が

公
民
館
主

事
の
仕
事

で
あ
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
農

業
振
興
施
策
（
米
作
）
に

つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
市
独
自
の
補
助
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

国
の
審
議
会
で
は
、ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性

が
確
認
さ
れ
、費
用
対
効
果

に
つ
い
て
も
効
果
が
期
待

で
き
る
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン

を
定
期
接
種
に
含
め
る
方

針
が
了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。今
後
は
、予

防
接
種
法
の
位
置
づ
け
や

接
種
対
象
年
齢
な
ど
引
き

続
き
検
討
が
進
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、本
市

と
し
て
は
国
の
動
向
を
注

視
し
、定
期
接
種
に
位
置

づ
け
さ
れ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
接
種
体
制
を
整
え

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
自
動
体
外
式
除

細
動
機
普
及
に
つ
い
て
伺

う
。本

市
で
は
、
現
在
71
施

設
に
74
台
を
設
置
し
て
お

複
式
学
級
の
今
後
の
予

測
に
つ
い
て

４
小
学
校
が
一
部
の
学

年
ま
た
は
全
体
が
複
式
学

級
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

７
年
度
に
は
２
小
学
校
の

一
部
の
学
年
が
複
式
学
級

に
、
令
和
８
年
度
に
は
１

小
学
校
の
一
部
の
学
年
が

複
式
学
級
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

他
校
と
の
交
流
事
業
に

つ
い
て

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

緩
和
を
図
る
た
め
、
西
江

原
小
学
校
、
青
野
小
学
校
、

野
上
小
学
校
の
３
校
交
流

学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
で
は
、

農
地
流
動
化
助
成
金
交
付

金
事
業
に
よ
り
、
新
た
に

耕
作
地
を
増
や
す
人
に
対

す
る
補
助
。
ま
た
井
原
市

地
域
耕
作
放
棄
地
対
策
協

議
会
に
よ
る
、
自
走
式
草

刈
り
機
の
貸
出
。
農
業
振

興
施
策
と
し
て
は
、
10
年

後
に
地
域
が
目
指
す
農
業
、

農
地
利
用
の
形
態
を
検
討

す
る
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
く
地
域
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

り
、
各
施
設
管
理
者
に
よ

り
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
管
理
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
毎
年
度
総
務

課
が
調
査
を
行
い
、
パ
ッ

ド
や
電
池
等
の
消
耗
品
は
、

期
限
前
に
リ
ー
ス
先
か
ら

送
付
さ
れ
、
施
設
管
理
者

に
よ
り
交
換
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

猿
被
害
抑
制
対
策
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
地
域

と
行
政
が
連
携
実
施
す
る

こ
と
で
効
果
的
な
対
策
が

図
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

岡
山
県
や
猟
友
会
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
有
害
鳥
獣

被
害
の
対
策
を
積
極
的
に

実
施
し
、
ま
た
、
農
作
物

を
防
護
す
る
取
組
や
追
い

払
い
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

適
正
規
模
、
適
正
配
置

の
検
討
状
況
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
末
に
就
学

前
教
育
・
保
育
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
方
向
性

を
決
定
す
る
予
定
で
、
そ

の
後
小
学
校
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
立

ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
の
考
え
方
に

つ
い
て

自
ら
社
会
課
題
を
見
つ

け
、
課
題
解
決
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、

他
者
と
の
協
働
に
よ
り
解

決
策
を
探
求
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
知
識
、
能

力
、
態
度
を
身
に
つ
け
る

教
育
の
こ
と
。

問

問問

問問

問問

問

問

答

答答

答答

答

答

井
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
他
１
件

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

の
方
針
に
つ
い
て
他
２
件

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

　
他
１
件

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

沖お
き
ひ
さ久

　
教の

り
ひ
と人

無 

所 

属

佐さ

と

う藤
　
　
豊ゆ

た
か

公 
明 
党

坊ぼ
う
の野

　
公き

み
は
る治

無 

所 

属

答答
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
参
考
と
し
、
今

後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
広
聴
広
報
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
空
懇
談
会
ご
報
告

井
原
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
に
よ
る
と
、
令
和
２

年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被

害
金
額
は

266
万
2
千
円
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害

は
534
万
6
千
円
。
令
和
２

年
度
に

981
万
7
千
円
だ
っ

た
鳥
獣
に
よ
る
被
害
総
額

を
令
和
５
年
に
は

883
万
円

に
減
ら
す
目
標
だ
っ
た
が
、

結
果
は
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
額
108

万
6
千
円
、
猿
の
被
害
額

713
万
3
千
円

令
和
５
年
度
の
捕
獲
計

画
で
は
、
サ
ル

170
頭
で
実

績
は
、
37
頭
。
か
な
り
開

き
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

施
設
面
に
つ
い
て

施
設
更
新
の
方
針
に
つ

い
てま

ず
小
学
校
の
余
裕
教

室
の
活
用
を
検
討
し
、
余

裕
教
室
の
確
保
が
困
難
な

場
合
に
は
、
小
学
校
敷
地

内
に
専
用
棟
の
整
備
を
す

る
。
こ
の
２
つ
の
場
所
で

確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

別
途
協
議
し
決
定
す
る
。

運
営
面
に
つ
い
て

運
営
に
関
す
る
要
望
内

容
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
と
６
年
度

に
１
件
ず
つ
要
望
を
受
け

て
お
り
、
保
護
者
が
支
援

員
等
の
確
保
や
会
計
管
理

な
ど
事
業
主
の
役
割
を
担

う
こ
と
へ
の
重
責
感
か
ら
、

運
営
に
保
護
者
が
関
わ
ら

な
い
こ
と
を
、
ま
た
、
も

う
１
件
は
、
運
営
委
員
会

の
解
散
に
伴
い
、
市
に
よ

る
運
営
を
要
望
さ
れ
た
。

害
獣
の
管
理
す
る
個
体

の
数
は
、
こ
こ
ま
で
は
減

ら
し
て
も
い
い
、
こ
こ
ま

で
は
駆
除
で
き
る
計
画
数

を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に

近
い
捕
獲
が
で
き
れ
ば
い

い
が
、
猿
は
学
習
力
が
高

い
動
物
で
、
む
や
み
に
取

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
が
、

結
果
的
に
37
頭
と
な
っ
て

い
る
。

三
重
県
い
な
べ
市
の
よ

う
な
地
域
住
民
と
共
に
鳥

獣
か
ら
ま
ち
を
守
る
提
案

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

し
っ
か
り
井
原
も
や
っ

て
い
る
。
設
置
し
た
檻
も
、

管
理
は
全
て
駆
除
班
に
お

願
い
し
て
い
る
。
地
域
で

で
き
る
こ
と
、
地
域
住
民

が
追
い
払
う
こ
と
と
、
駆

除
と
全
体
を
減
ら
す
こ
と

は
駆
除
班
に
し
っ
か
り
お

願
い
し
て
い
る
。

保
護
者
が
担
っ
て
い
る

業
務
内
容
に
つ
い
て

支
援
員
の
確
保
や
賃
金

の
支
払
い
、
保
護
者
負
担

金
の
徴
収
や
購
入
物
品
、

代
金
等
の
支
払
い
、
市
へ

の
提
出
書
類
や
年
間
行
事

計
画
の
作
成
な
ど
。

今
後
、
市
の
直
接
運
営

や
法
人
へ
の
直
接
委
託
は

で
き
な
い
か

核
家
族
化
が
進
む
な
ど

子
育
て
の
環
境
が
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
や
保
護
者
か

ら
の
要
望
も
あ
る
こ
と
を

受
け
、
ク
ラ
ブ
の
実
情
を

聞
き
、
状
況
を
個
別
に
判

断
し
た
上
で
、
市
が
外
部

委
託
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
。

問

問問

問

問問

答

答答

答答

答答

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て　
他
１
件

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
につ

い
て

三み
や
け宅

　
孝た

か
し之

無 

所 

属

多た

が賀
　
信の

ぶ
よ
し祥

無 
所 
属

問

回答者の年齢層
Q2 井原市議会
公 式 YouTube
チャンネルを見
たことがありま
すか

Q3 議会だより
（井原放送）を
見たことがあり
ますか

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

Q1 議会だより
（紙面）を見た
こ と が あ り ま
すか
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議会運営議会運営
委員会委員会

特別委員会特別委員会

※行政視察の詳細については、井原市議会ホームページ「行政視察報告書」をご覧ください。

行
政
視
察

行
政
視
察

議会活動の活性化や議員活動の透明性について、また開
かれた議会、市民の信頼を得る議会・議員として、様々
な規定や規則等について、時代に合わせた見直しを検討
し改正する事が必要であると考えるところであります。
そうした中で、今回和歌山県の橋本市議会及び新宮市議
会において令和６年７月29日～30日の２日間、視察研
修を行いました。

令和６年７月9日～10日の２日間、小中学校の再編計画
について、先進的な取り組みをしている鳥取県倉

くらよし
吉市、

島根県安
やすぎ
来市、島根県浜

はまだ
田市へ視察を行いました。

※視察先の３自治体ともほぼ同様の調査項目であるた
め、倉吉市での視察内容を中心に記載しています。

〇
重
複
質
問
の
調
整
（
仮

通
告
の
導
入
）

大
き
な
行
政
課
題
に
対
し
、

重
複
質
問
が
生
じ
、
同
じ

や
り
取
り
を
防
ぐ
目
的
。

多
く
の
議
員
が
質
問
す
る

よ
う
に
な
り
、
当
局
の
対

応
が
時
間
的
に
難
し
く

な
っ
た
。
当
局
の
要
請
に

応
え
る
か
た
ち
で
開
会
前

の
事
前
通
告
と
な
っ
た
。

平
均
３
〜
４
件
程
度
重
複

し
、
延
べ
６
～
８
人
の
質

問
を
調
整
し
て
い
る
。

○
議
選
監
査
委
員
の
廃
止

監
査
委
員
の
独
立
性
及
び

専
門
性
を
よ
り
担
保
す
る

た
め
、
議
員
の
う
ち
か
ら

監
査
委
員
に
就
任
し
な
い

こ
と
を
決
定
し
た
。

○
新
宮
市
政
治
倫
理
条
例

定
数
15
人
の
半
数
以
上
の

議
員
が
市
の
委
員
会
等
の

充
て
職
、
補
助
金
を
受
け

る
自
治
会
の
会
長
な
ど
に

就
任
し
て
い
た
が
、
議
員

は
、
議
会
審
議
の
公
正
を

図
る
た
め
、
法
令
等
に
よ

り
就
任
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
を
除
き
、
市
等
が
設

置
す
る
委
員
会
及
び
審
議

会
等
の
委
員
に
就
任
し
な

い
こ
と
、
議
会
審
議
の
公

正
を
妨
げ
る
と
思
わ
れ
る

団
体
等
の
職
に
就
任
し
な

い
よ
う
努
め
る
こ
と
に
し

た
。

○
倉
吉
市
立
小
学
校
適
正

配
置
推
進
計
画
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
再
編
に
係
る

取
り
組
み
の
経
緯

・
平
成
20
年
～
議
論
を
ス

タ
ー
ト
。
※
毎
月
開
催
の

議
員
懇
談
会
で
、
議
会
に

対
し
進
捗
状
況
を
報
告

・
平
成
24
年
２
月　
学
校

教
育
審
議
会
か
ら
答
申
を

受
け
る

・
平
成
28
年
３
月　
小
学

校
適
正
配
置
推
進
計
画
を

策
定

・
平
成
29
年
度
～
各
地
域

で
小
学
校
統
合
準
備
会
を

設
置
し
、
住
民
と
協
議

・
平
成
30
～
31
年
度　
統

合
に
向
け
て
必
要
な
教
室

等
の
施
設
を
整
備

・
令
和
元
～
２
年
度　
小

学
校
適
正
配
置
協
議
会
開

催（
２
）
適
正
配
置
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方

①
学
校
規
模
に
関
す
る
基

準・
１
学
級
に
20
人

・
小
学
校
は
複
式
学
級
の

解
消
を
図
る

・
中
学
校
は
、
１
学
年
２

ク
ラ
ス
以
上
と
す
る

②
通
学
に
関
す
る
考
え
方

③
小
学
校
区
と
地
域
と
の

関
係

④
施
設
の
整
備
及
び
空
き

施
設
の
利
用

・
基
本
的
に
現
有
施
設
の

有
効
利
用
を
図
り
、
新
た

な
教
育
施
設
整
備
は
極
力

控
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
３
）
適
正
配
置
推
進
計

画
の
具
体
案

・
３
つ
の
再
編
案
に
つ
い

て
、
①
場
所　
②
通
学
方

法　
③
年
次
計
画　
④
必

要
経
費
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
費
用
等
）
⑤
経
費

節
減　
⑥
空
き
施
設
の
利

用
案　
⑦
進
学
中
学
校
を

明
示

〇
安
来
市
立
小
中
学
校
適

正
配
置
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
再
編
に
係
る

取
組
の
経
緯　
（
２
）
小

中
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
の
４
つ
の
視
点　

（
３
）
学
校
の
再
編
に
つ

い
て

〇
浜
田
市
立
小
中
学
校
統

合
再
編
計
画
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
統
合
計
画
の

経
緯　
（
２
）
学
校
統
合

再
編
計
画
に
つ
い
て

和
歌
山
県

橋は
し
も
と本

市

和
歌
山
県

新し
ん
ぐ
う宮

市

人口減少時代の人口減少時代の
施策の在り方調査施策の在り方調査

（ 11 ）
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総務産業総務産業
委員会委員会

行
政
視
察

令和６年 7月１日～ 3日の 3日間、
愛知県、三重県において行政視察を行いました。

○
立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て

・
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
項

目
に
つ
い
て

　
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、

誘
導
施
策
と
し
て
「
災
害

リ
ス
ク
の
高
い
区
域
に
お

け
る
住
宅
の
集
団
移
転
等

の
支
援
」
を
位
置
づ
け
て

お
り
、
対
象
エ
リ
ア
の
検

討
ま
で
実
施
済
み
で
あ

る
。
ま
た
、
集
団
移
転
と

は
別
に
、
が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業
が
あ

り
、
数
件
の
実
績
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。

・
居
住
誘
導
区
域
外
の
公

共
施
設
に
つ
い
て

　
立
地
適
正
化
計
画
の
制

度
上
の
計
画
範
囲
は
、
市

域
の
１
％
の
み
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
が
居
住
す
る

地
域
に
広
く
立
地
し
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
施
設

の
整
理
を
行
い
、
庁
内
及

び
有
識
者
会
議
の
合
意
を

配
布

　
鳥
獣
の
追
払
い
に
使
用

す
る
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
及
び

爆
竹
を
無
償
で
市
内
在
住

の
方
へ
配
布
し
て
い
る
。

・
防
護
柵
整
備

　
獣
害
防
止
の
た
め
、
農

作
物
の
被
害
防
止
の
た
め

設
置
す
る
侵
入
防
止
柵
の

設
置
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
る
。

　
補
助
金
を
活
用
し
た
施

設
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

10
年
間
補
助
対
象
外
と
し

て
い
る
。

・
捕
獲
檻
整
備

　
農
作
物
被
害
防
護
の
た

め
、
檻
を
作
製
ま
た
は
購

入
す
る
場
合
、
原
材
料
ま

た
は
檻
の
購
入
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
る
。

・
大
型
捕
獲
檻
の
整
備

　
市
管
理
に
よ
る
大
型
捕

獲
檻
を
設
置
し
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
を
実
施
し
て
い

る
。

・
緩
衝
帯
整
備
支
援

　
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
と
な

る
、
手
入
れ
不
足
の
農
地

や
放
置
竹
林
等
に
緩
衝
帯

を
整
備
し
よ
う
と
す
る
自

治
会
等
に
作
業
員
を
派
遣

得
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
空
き
家
利
活
用
対
策
事

業
と
し
て
「
空
き
家
改
修

事
業
補
助
金
」
を
設
け
て

い
る
。
そ
の
他
、
愛
知
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、

愛
知
県
司
法
書
士
協
会
な

ど
12
団
体
と
協
定
を
締
結

し
、
空
き
家
の
有
効
な
活

用
に
つ
い
て
専
門
的
な
相

談
が
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。

○
獣
害
対
策
に
つ
い
て

・
出
前
講
座

　
自
治
会
等
へ
獣
害
対
策

専
門
の
講
師
を
派
遣
し
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

・
追
払
用
花
火
等
の
無
償

愛
知
県

新し
ん
し
ろ城

市

し
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

・
広
報
活
動

　
サ
ル
の
生
態
、
対
策
に

関
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

各
戸
、
学
校
園
へ
配
布
し

て
い
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
員
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
６
名
を

雇
用
し
、
追
払
い
活
動
、

サ
ル
の
群
れ
情
報
に
つ
い

て
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
て

い
る
。

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
亀
山
市
の
状
況

　
平
成
30
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
住
宅
数
概
数
集

計
で
は
、
空
き
家
率
は

12
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
一
般
住
宅
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
率
は
7.0
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
シ
ャ
ー
プ
の
液

晶
事
業
撤
退
に
伴
う
人
員

整
理
に
よ
り
、
単
身
用
住

宅
に
つ
い
て
大
き
な
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
一
般
住
宅
に
つ
い

て
は
空
き
家
率
が
低
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

・
亀
山
市
の
特
色

　
令
和
５
年
12
月
の
法
改

正
に
よ
り
、
「
管
理
不
全

空
家
等
」
が
新
た
に
設
け

ら
れ
た
が
、
亀
山
市
に
お

い
て
は
、
法
改
正
前
か
ら

条
例
に
よ
り
、
保
安
・
衛

生
・
景
観
・
生
活
環
境
上

改
善
が
必
要
な
空
き
家
等

を
「
管
理
不
全
状
態
の
空

家
等
」
と
し
て
、
法
に
先

駆
け
て
規
定
し
、
運
用
し

て
い
た
。

三
重
県

い
な
べ
市

三
重
県

亀か
め
や
ま山

市

（ 12 ）
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井 原 市 議 会
ホ ー ム ペ ー ジ

厚生文教厚生文教
委員会委員会

行
政
視
察

令和６年７月１６日～１８日の３日間、
滋賀県、奈良県において行政視察を行いました。

○
健
康
推
進
ア
プ
リ
「
Ｂ

Ｉ
Ｗ
Ａ
―
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
」
に

つ
い
て

・
ア
プ
リ
の
特
徴

　
様
々
な
活
用
で
健
康
ポ

イ
ン
ト
を
た
め
る
→
景
品

に
応
募
→
抽
選
で
様
々
な

景
品
が
当
た
る
。

・
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
に

は 

　
実
際
に
各
市
町
の
名
所

等
を
回
る
「
モ
バ
イ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　
歩
い
た
距
離
に
よ
り
、

指
定
の
コ
ー
ス
を
仮
で
歩

く
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ラ
リ
ー
」

　
様
々
な
健
診
の
受
診 

　
健
康
に
関
す
る
目
標
の

達
成
（
体
重
・
血
圧
の
身

体
情
報
登
録
）
な
ど

・
運
営
方
法
に
つ
い
て

　
13
市
４
町
と
滋
賀
県
、

３
保
険
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ

ス
キ
や
ね
ん
協
議
会
」
が

規
約
に
基
づ
き
運
営
し
て

い
る
。
毎
年
輪
番
で
参
加

市
町
の
中
か
ら
代
表
保
険

で
の
通
所
を
対
象
と
し
た

民
設
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
を

設
置

・
公
設
と
民
設
の
違
い
は
、

公
設
の
方
が
学
校
内
に
あ

る
た
め
人
気
が
高
い

・
民
設
は
開
所
時
間
の
延

長
や
、
送
迎
な
ど
を
行
っ

て
い
る

・
支
援
員
の
勤
務
体
制
に

つ
い
て
は
、
常
勤
プ
ラ
ス

ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
体

制
で
行
っ
て
い
る

・
保
育
料
は
公
設
、
民
設

と
も
に
９
千
円 

・
障
害
児
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る

【
課
題
】 

・
児
童
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
小
学
校
区
に
お
い

て
は
、
民
設
民
営
の
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
の
新
設
拡
大

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

者
を
決
定
し
代
表
保
険
者

が
契
約
事
務
や
会
議
の
運

営
、
各
団
体
の
調
整
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

〇
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
（
児
童
育
成
ク
ラ

ブ
）
に
つ
い
て 

【
現
状
】 

・
公
設
（
指
定
管
理
に
て

民
営
）
14
ク
ラ
ブ

民
設
民
営
23
ク
ラ
ブ
（
民

間
の
事
業
所
や
社
会
福
祉

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

に
指
定
管
理
を
委
託
） 

・
指
定
管
理
期
間
は
５
年

間 ・
平
成
27
年
度
以
降
、
児

童
数
の
増
加
が
著
し
い
地

域
に
必
要
に
応
じ
て
広
域

滋
賀
県

栗り
っ
と
う東

市

・
中
長
期
的
な
視
点
に
お

い
て
人
口
減
少
が
確
実
に

進
む
中
、
将
来
的
な
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
慮
し
て
い
く
必

要
が
あ
る

〇
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

（
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
イ

チ
カ
）
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
８
月
に
運
用

を
開
始

・
専
用
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
市
内
の
加
盟
店
で

「
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
」

が
利
用
可
能 

・
サ
ポ
ー
ト
窓
口
で
ア
プ

リ
操
作
や
イ
ン
ス
ト
ー
ル

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
な
い
人
に
は
、
紙

ク
ー
ポ
ン
券
と
交
換

・
予
算
関
係 

導
入
費
用
～
約
７
千
400
万

円
（
他
自
治
体
で
使
用
中

の
も
の
を
天
理
市
用
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
導
入
） 

維
持
費
用
～
年
間
約
100
万

円 ・
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

に
お
け
る
市
民
の
生
活
支

援
に
活
用

令
和
４
年
８
月
～
市
民
へ

３
千
ポ
イ
ン
ト
配
布

令
和
４
年
10
月
～
子
育
て

世
帯
（
中
学
生
以
下
）
に

１
万
ポ
イ
ン
ト
配
布
等

・
従
来
は
紙
で
あ
っ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
も

イ
チ
カ
を
使
う
こ
と
で
デ

ジ
タ
ル
活
用

令
和
４
年
11
月
～
30
％
プ

レ
ミ
ア
ム
付
「
イ
チ
カ
」

販
売
等

・
イ
チ
カ
を
使
っ
て
支
え

合
い
「
イ
チ
カ
プ
ラ
ス
」 

イ
チ
カ
プ
ラ
ス
の
加
盟
店

で
イ
チ
カ
を
使
っ
て
買
い

物
や
食
事
を
す
る
と
、
そ

の
売
上
の
一
部
が
地
域
の

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
支
援

団
体
や
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
に
寄
付
さ
れ
る
。

滋
賀
県

草く
さ
つ津

市

奈
良
県

天て
ん
り理

市

※行政視察の詳細については、井原市議会ホームページ「行政視察報告書」をご覧ください。

令和６年度
委 員 会
行 政 視 察
報 告 書
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市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
は
一
般
に
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日

の
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
付

い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
で
傍
聴
券
の
交
付
を
受
け

（
先
着
順
）、
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
場　
　
　
38
名
（
う
ち
８
席
は
報
道
用
）

　
委
員
会
室　
　
　
10
名

　
全
員
協
議
会
室　
５
名

　井原市議会のホームページでは、平成２４年２月定例
会分から常任委員会の会議録（要点筆記）を公開してい
ます。また、平成９年３月定例会以降の本会議の会議録
を検索することができます。
   市のホームページから市議会ホームページへアクセス
し、「会議録」をクリックしてください。
　（井原市ホームページアドレス：
　　　　　　http://www.city.ibara.okayama.jp）
　なお、この会議録につきましては、正式な会議録とは
若干異なります。

〜 会議録の検索 〜

井 原 市 議 会
ホームページ

１２月定例会の仮日程

　日程については、１１月の議会運営委
員会で協議した後、ホームページ等で
お知らせします。

１２月　２日（月） 開 　 　 会
（市長の提案説明）

１２月　４日（水） 一 般 質 問
１２月　５日（木） 一 般 質 問
１２月　６日（金） 一 般 質 問
１２月　９日（月） 議 案 審 議
１２月１０日（火） （厚生文教委員会）

１２月１１日（水） （総務産業委員会）

１２月１２日（木） （予算決算委員会）

１２月１６日（月） 議 案 審 議 ・ 閉 会

傍
聴
者
の
定
員

傍
聴
者
の
定
員

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

次
の
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
が
視
察
に
訪
れ
、
当

市
の
取
組
に
つ
い
て
研
修

さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
浅あ

さ
く
ち口

市
議
会

（
令
和
６
年
８
月
19
日
）

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
つ
い
て
」

「
そ
の
他
常
任
委
員
会
に

つ
い
て
」

福
島
県
川か

わ
ま
た俣

町
議
会

（
令
和
６
年
10
月
9
日
）

「
議
会
改
革
の
取
組
に
つ

い
て
」

行
政
視
察
の

行
政
視
察
の
受
け
入
れ

受
け
入
れ

委 

員 

長　

西
村
慎
次
郎

副
委
員
長　

多
賀　

信
祥

委　
　

員　

宮
地　

俊
則

　
　

〃　
　

西
田　

久
志

　
　

〃　
　

坊
野　

公
治

　
　

〃　
　

山
下　

憲
雄

　
　

〃　
　

柳
原　

英
子

　
　

〃　
　

沖
久　

教
人

　
広
聴
広
報
委
員
会
で
は
年
４
回
の

「
い
ば
ら
市
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
広
報
誌
の
役
割
は
市
議
会
の

活
動
状
況
を
皆
様
に
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。

　
多
く
の
市
民
に
も
っ
と
親
し
み
を

持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
に
は
使
わ
れ
な
い
言

葉
や
難
し
い
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う

の
も
悩
み
の
種
で
す
。

　
皆
様
の
声
を
ど
し
ど
し
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。	

（
山
下
憲
雄
）
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